
年度　授業計画（シラバス）

16 (1) 時間(単位)

通年

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

事前課題レポート
事例を読み自分の考えを
まとめる各コマに

おける
授業予定

事例分析
　　C　精神看護における事例分析
　　D　臨床試験における事例分析

各コマに
おける

授業予定

事例分析
　　A　小児看護における事例分析
　　B　母性看護における事例分析

事前課題レポート
事例を読み自分の考えを
まとめる

第
5
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

事例分析で自分の考えをまとめることができる

テキスト
事前課題

第
4
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

事例分析で自分の考えをまとめることができる

テキスト
事前課題

各コマに
おける

授業予定

3.看護倫理
　　看護倫理とはなにか　　専門職の倫理
　　倫理的問題へのアプローチ　看護研究の倫理

各コマに
おける

授業予定

2.生命倫理
　倫理学の基本的な考え方
　　生命倫理　性と生殖の生命倫理　死の生命倫理
　　先端医療と制度をめぐる生命倫理

各コマに
おける

授業予定
1.倫理学とは

第
2
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

生命倫理について自分の考えを述べることができる

テキスト
事前課題

事前課題レポート
生命倫理の各項目を説明
ができるようにまとめる

第
1
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

倫理とは何か説明できる

テキスト
事前課題

事前課題レポート
看護倫理のテキストから倫
理学について定義をまとめ
る

第
3
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

看護倫理について説明できる

テキスト
事前課題

事前課題レポート
看護倫理について各項目
を説明できるようにまとめる

系統看護学講座　専門基礎　看護関係法令　医学書院
系統看護学講座　別巻　看護倫理
看護者の基本的責務　日本看護協会出版会

指定した教科書を事前に読んでおくこと
授業終了時に示す課題を実施しておくこと

グループワークでは積極的に意見交換ができるように課題や予習を必ずして講義に望むこと

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

筆記試験・グループワーク・発表・レポート課題提出状況等で総合的に評価する

倫理学的な考えを通して、人間の存在、価値観、ものの見方を学び、自分の倫理観を持つことができる。
現代社会の生命倫理の諸問題を倫理的な観点から考察し、自分の倫理観を作る。

担 当 教 員 勝部　愛子
実務経験と

その関連資格
総合病院の産婦人科に助産師として勤務、受胎調節実地指導員
不妊症看護認定看護師

対 象 学 年 2年次 学期及び曜時限 教室名 各教室

講義演習

科  目  名 倫理学 必修/選択の別 必修 授業時数(単位数)

2023

学        科 看護学科 科　目　区　分 基礎分野 授業の方法



各コマに
おける

授業予定
まとめ　グループワーク発表

発表ができるように最終確
認を行う
課題レポートのまとめを行う

各コマに
おける

授業予定
　グループワーク　発表準備

各コマに
おける

授業予定

事例分析
　　E　地域看護における事例分析

第
8
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

グループワークの成果を発表することができる

テキスト
事前課題

第
7
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

事例分析で自分の考えをまとめることができる

第
6
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

事例分析で自分の考えをまとめることができる

テキスト
事前課題

事前課題レポート
事例を読み自分の考えを
まとめる

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

テキスト
事前課題

発表準備ができるようにこ
れまで意見交換した内容を
まとめる


